
地震後30分程度で、拠点ごとの推定震度と建物被害推定を配信
システムの概要

複数の建物を所有・管理 するお客様へ
災害時の 初動対応 をサポートします！

ERS災害アラート-Q

※画面イメージ

全物件の震度・推定被害情報
一括配信（メール・マップで配信)

地震

タイムリー
独自解析した情報を30分程度で配信 拠点ごとに情報を配信

※メール配信イメージ

ピンポイント

物件Ａ 無被害
物件Ｂ 無被害
物件Ｃ 中被害
・・・ ・・・

物件C

全員で情報共有

物件Ａ

物件B

管理者

担当者A

担当者B

担当者C

被害の可能性のある
建物への

被害可能性
有り！

優先対応
建物ごとの推定震度、
構造被害推定を配信



株式会社イー・アール・エス
担当 経営企画部 森（m.mori@ers-corp.com）お問合せ先

気象情報等を活用し、拠点付近の水害の危険度を予測・配信

※メール配信イメージ

内水リスク予測情報
•警報・注意報
•キキクル（危険度分布）
など

各拠点付近の防災気象情報を 
ピンポイント に リアルタイム 配信（メール・マップ）

水害ERS災害アラート-F
システムの概要

『いつ・誰が・何をするか』を
発災状況を想定し、
時系列で整理した計画

タイムラインのトリガーに

※画面イメージ内水氾濫リスク

キキクル（危険度分布）

現在、30分後、60分後を予測

発災時の適切な 初動対応 が、
被害の拡大 を防ぎます

各拠点情報

各拠点情報と重ね合わせ

危険度分布を3画面、同時に配信

建物ごとの警報・注意報
危険度分布状況を配信
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